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①　大文字からはじまりピリitドでおわる文。
②　embedded　Sやconjoined　Sなどを文として勘定する。
③　カッコの外にある数字は百分比（％）。カッコ膚は出現した実数。
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（3）文連結変形（sentence　conjoining）の連結詞
（co皿ector）の分布
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樹　Caの下位分類の分布
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①　Ca：SiCaS2の連結は可能であるが，　CaS2　，Siという連結は不可能であるようなconnector。
　　　Cb：SICbS2，　CbS2，S1　ともに騰丁書をな　connectQr．
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（5＞SingとStoによる文連結変形の分布
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　㈲　N十V王の下位分類構造の分布
dはdefiniteness，－dはindefinitenessをあらわす。
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（7）N十VT十Nの下位分類構造の分布
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（8＞N十VT十NPの下位分類構造の分布
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…；・・ee・　i・・ve・ 笥NYT　l　
　
　
　
　
　 　　　　　　t
〔1〕N÷be十A
〔2〕N十be÷A十PN
〔3〕N十be十A十ES
35．2
（32）
2。2
（2）
4，4
（4）
〔4〕N十be十N
〔5〕N÷be十PN、
1．27．5
1（25）
〔6〕N十be十Ad
7．7
（7）
48
（48）
32．2
（32）
　o
O
v
1．1
（1）1
18．7
（ll）
　
90
つ
e
v
y
3．4
（2）
　
　
2
ハ
0
v
o＿
　
A
2
2
・
v
2
2714L8
（27）　1　　（38）
　　　　　　　　　仁
318．8　　　　　　　　ミ
（3）1　　（8）
　　　　　　　　 1
23．8
（14）
〔7〕N十be十ES
C8〕N十be十N十A
〔9〕ES十be十A
〔10〕ES十be十N
〔11）ES十be十Ad
〔12〕ES十be十PN
11．9
　（7）
9．9　，
（9）l
　　　　　　　　　　　　　 F
　
　
6
ハ
O
　
v
4．4
（4）
1、1
（1）
1．1
（1）
1．1
（1）
　
　◎
O
　
v
1．1
（1）
Ao
O
v
y
　
　O
o
　
V
l
　
　
tO
m　
v
　
　4
2
’
v
3　
　
”
H
　
w
t
v
x
H
2，2
（2）
2．2
（2）
　
A
O
o
　
v
　
　1
1
・
く
ー　
　
4
＾
丞　^
v
。1
（o）1
　0
0
v
’
　
A
G
o
　
v
　
AU
nUw
13．6
　（8）
　
A
nU
O　
v
10．2
　（6）
5．1
（3）
1．7
（1）
　
　o
O
　
V
l
（％A
40
30
20
10
　0
F　一　　㍉
　11」 〔23　こ3〕　こ4〕　〔5〕 〔6コ　〔73　〔8〕　〔9］　〔10）　〔11〕　〔12〕
　　24
⑯　能動構造に対する受動構造の劇合（％）
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　われわれは，文体を言語表現形式の選択パターンと考え，個人文体の中にどのようなパターン
が発晃できるかをしらべてきた。この小論は予備的な考察であるので調査資料を限定したのであ
るが，将来は，もっと大きな資料にあたり，ここで発晃したようなパターンがやはり有効に存在
しうるかどうかを検討してみる必要がある。結論的にいえば，われわれの方法論はかならずしも
的はずれなものではないといえると思う。資料の分折結果を検討してみて痛感したのは，統計的
処理の必要であった。たとえば，資料Aと資料BとがCという差を生じた場合，われわれは，こ
のCが統計的に有意味（significant）であるか，無意味であるかをたずねてみなければならない。
もし有意味ならAとBとは区別され，そうでないならAとBとは同一と判定される。このような
統計的処理は本論ではすべて省いてあるが，本格的に資料の分析をおこなうときには考慮しなけ
ればならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1968年1月31　H）
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